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AAV診断時点ですべての患者が、入院時ヘモグロビン(hemoglobin, Hb) 9.0±1.6g/dl、最低 Hb 
(minimum Hb, min Hb)7.5± 1.3g/dlと貧血を呈した。年齢及び性別は貧血の程度へ有意な影響はなか
-２ 
った。35/38例(92%)が腎性貧血、20/36例(56%)が炎症性貧血(anemia of chronic disease, ACD)(うち1
名はACDと鉄欠乏性貧血の合併)、9/45例(20%)が失血に伴う貧血とそれぞれ診断された。対象症例をmin 
Hb<7.5群(n = 24)とmin Hb≧ 7.5群(n =21)に群分けし、患者背景を比較すると、血清アルブミン、最

























抗好中球細胞質抗体（antineutrophil cytoplasmic antibody, ANCA）関連腎炎において高頻度に認
められる貧血に注目し、その病因及び貧血が生命予後・腎予後に与える影響を初めて検討した研究であ
り、本疾患の臨床経過や予後を改善するための新たな治療法に寄与する可能性もあり、有意義な研究で
ある。本疾患のまだ解明されていない病態に迫ることのできる研究の切り口の一つになるかもしれない。 
 
平成３１年１月７日、学位論文審査委員会において、審査委員全員の出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有する者と認める。 
